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市川輝雄署

43年前の終戦の日も暑い日でしたが、このところ

のうだるような猛暑に涼しさを求めて海山は超

のようです。又、家族連れでの里帰りラッ

んとにご苦労様と頭のさがる思いです。

住いも車も窓を密閉してクーラーをか〔

いことは涼しいのですが、自然の涼しさ

せん。吉田兼好の徒然草に「家の作りよ

ねとすべし、冬はいかなる所にも住ま

わろき住居は堪えがたき事なり」とあり

本家屋の開口部を思い切り広くして

き入れているさまは、「行く雲を寝

座敷」の句のように、湿度の高い国なら

の智恵であります。

夏の夜、青蚊帳にホタルを放した風情も今は

れず、伝統の茶道などのほかは、季節感を重んじ、

暑さの中に涼を求める楽しみ方の薄れつつある感じ

が致します。

08月9日に吉野・板垣前会長・幹事の慰労会を中
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ロータリアン日記　〇月〇日

カラオケブームと言ったら良いのか。もうそろ
そろカラオケは終りではないのか等と、毎年ささ
やかれているのですが、なんのその驚くなかれ、
山形県は全国で一番の家庭用カラオケ機の普及率
だそうです。歌が好きなんですね。今ではレーザ
ーディスクの時代ですから、歌のムードは一目瞭

然。それに歌詞カードはなし。助かりますね、初
老の殿方には。ところで、そんなに好きな方がい
るのであれば、営業企画としてどうなのか。それ
が天神まつり、温海ばらまっり企画として登場と
なった訳です。参加者募集を告知すると、2～3

国飯店で行いました。30数名出席し、両君の一年

間のご苦労に心から謝意を表しました。

08月11日、温海クラブも含め地元4クラブの会長

大山楼にて開きました。来るべき地区大

り方、その他の情報交換など、

支局長として着任されました富田利信

君を新会員としてお迎えすることになりました。

一百も穿く顔ラブの雰囲気に慣れまして、ロータ

リーライフをェンジョイされますようお願い致し

ます。

○毎号のロータリアン日記、筆者は毎号違いますが、

ますます佳境に入った感じで、今月の荒井君の

「午前様の弁」など知られざる一面、それも共感

の湧くヒューマンな面がユーモア溢れるタッチで

興味深く読ませて頂きました。また、今日は掲載

されていませんが、石井敬三君の四季の草花のカ

ットは、固い紙面に一服の清涼剤を思わせます。

ご期待下さい。
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日で下は小学生から上は85才まで、80名位いの応

募があります。ところがその半分以上は毎年同じ

至芸芋を妄言宣誓芸諾忘言浩志讐農芸芸
変がない限り同じとなる訳です。それでは参加す
る方々にとっては面白くない訳で、審査員として
来年のことも考え、審査基準を毎年変えるように
しています。例えば、天神まつりに相応しいもの
ばらの花がより「層映えるものとか、そのためか
嗜好を凝らした方々が増えつつあるようです。お
まつり企画としてばかりではなく、地域のコミュ
ニケーションとして来年も成功させたいと思って

います。　　　　　　　　　　　関原亨司
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〔幹事報告）
若生恒吉君

1．情報セミナー参加の件　　関係委員会開催

2．第253地区地区大会参加の件

3．例会変更のお知らせ

・余目R．C　立川R．Cとの合同例会（夫婦同伴）

日　時　　9月2日を9月1日（木）に

場　所　　センチェリープラザ　和心

登録料　1名4，500円　2名7，000円

4．会報到着　　酒田東R．C

5．米山奨学会協力の日　1ドル＝133円

本日寄付金　6，915円

（新会員紹介〕
秋野昭三宅

1．氏　　名　　富　田　利　信君

2．生年月日　　昭和9年11月2日　53才

3．自　　宅　　鶴岡市新海町6－39

4．職　　業　　日本放送協会鶴岡支局　支局長

5．家族構成　妻　　洋　子様

長女　美　夏様

次女　美　樹様

三女　江　美様

（会員スピーチ〕

6．略　　歴　　鶴岡南高校．横浜市立大学商学部

卒業

⊂亘華貝挨鱒」
富田利信君

鶴岡ロータリークラブへ

入会させていただき光栄に

思っております。会則に従

い会の発展に尽す所存であ

ります。

簡単に自己紹介をさせて

いただきます。小生は先祖

伝来鶴岡人でございます。

第4小、1中、鶴岡南高の出身でございます。

NHKに入りまして30年になんなんとしておりま

すが、いわゆる転勤族でありまして、今回は9回目

の転務地であります。定年後は鶴岡へと考えておっ

たのですが、定年前に鶴岡支局長として勤務するこ

ととなりました。

鶴岡を離れておりましても鶴岡の発展をずーっと

願ってまいりました。地元の放送局長として郷土の

発展に力を尽したいと考えております。

何卒よろしくお願い申し上げます。

校長稼業を離れて四月半
－料裁健母と電子制御科－

40年近い教職をこの3月

に元気で定年退職すること

ができた。

無我夢中の若い時と違い

2つの高校長の時はトップ

としての責任の重さと自己

の力不充分さを残悦に思っ

た事も多い。それでも、会

員の皆様に比べれば、経理・経営上のことについて

は、まず心配がないわけで気楽なものとも言えるの

御　橋　義　諦　君

だが。

その中で、少しはうまくいったと思う事2つ。

①　料裁　健母

県立鶴岡家政高校では、専門の被服・食物につい

て全国高校家庭科教育振興会主催の技術検定を実施

している。洋裁・和裁・食物の三つで、夫々4級か

ら始まって1級まで。この三つの1級を全部合格し

た所謂三冠王も全国には数十人居る。

物を作ることに打込んでいる生徒の顔はいいもの

だし、心のこもった手作りの物が、もてはやされる



昨今、この技術は実生活上に役立つ貴重な財産に違

いない。

これを活性化するには……という事で、荘内日報

社（上林記者）さんに検定合格者氏名を掲載してく

れるようお願いした。社の方からOKということで

家庭科の先生達にこの状況を説明し、実施各校の合

格者名を提供してもらうようにした。その中で、4

級を載せるのはいかがなものかと言う事だった。そ

の理由は、全員が合格するまで手とり足とりの指導

をしているのでお恥かしいからだという。私は、そ

れは尚更結構な事だ。先生達の熱意と生徒のヤル気

がマッチすることだから……とは言ったが、初めは

1・2級（権威ある！）を載せてもらった。

早速反応が生徒の側からあった。……自分の名前

が載っていない！　名前が違っている？・・‥‥新聞発

表に関心を持ち、検定の社会的評価について先生も

生徒も自信を持ってくれたようだ。

現在は4級から全て載り、遅れて合格した人は次

回発表でとのルールも定着した。

－荘内日報社さん有難う－

こうした行き方は、料裁健母教育と言えるのでは

ないかな？

㊥　電子制御科

次は県立酒田工業高校でのこと。婦人科から男子

専科とあって、多少の戸惑いもあった。

重厚長大から軽薄短小へと花形産業が移り変り、

技術革新の勢いは激しく、何をどうしたらと考える

頭の中はスス払いが必要であった。

一ケ月余り経った5月の連休に、ふっと落着いて

遅れていたストーブの片付けをした。S45年製のサ

しグ＿ストスピーiつ

ロンヒーターをドライバーとウェス等で分解整備し

た。15年も使っているがマッチで点火する不便さを

除けば快調である。続いて2年前求めたオイルファ

ンヒーター。裏ぶたをあけて清掃→分解……と思っ

たが、どっこい中味はラジオの配線と同じではない

か。プリント配線や何やらで素人のいじる所はまず

無い。回すよりは押す（タッチ）だけの仕掛けにな

っている。

新旧2つのストーブに時代の流れを見た。・‥そう

だ、あれはこの方向なのだ！・…‥

酒工高には昭和40年から工業計測科があった。全

国に十あまりの稀少学科だ。専門家にはわかるらし

いが、受験する中学生や素人には、すこぶる説明の

しにくい学科である。従って目的意識がやや不明確

な生徒が入学してきたりで、入学後苦労する事が多

かった。この科こそ今ネーミングを変える時機だ、

電子○○科だ／／

早速科の職員にこの話をした。丁度、職員も研修

を重ね苦労しながら教育内容を変えている所だった。

○○については十いくつかの候補名があがり、絞っ

ていって県とも話し合い、最終的には電子制御科と

科名を変更することになった。

翌春（昭和60年3月）の高校入試では定員40名に

対し2．08倍と県内第－の志願倍率となり、その後も

引き続き優秀な中学生が受験してくれている。

今年3月その一期生が卒業し、うち2名が情報処

理技術者第2種国家試験に合格した。

－1名はセパック（風間社長）入社－

※　落ちあり……科名の最後の卿は苦は禦、今は御

……私の姓の御橋の御……ウマスギタ話。

ラ　イ　ラ　研　修　会　報　告

三井病院　斎　藤　教　子　さん

ライラ研修に参加し、次の様なことを学ぶととも

に印象的でした。

1．コミュニケーションと心の関係

心の健康の為には

（1）自分の本音とコミュニケーションをとること。

・自分の感情や本音を大事にし、無理におきえ

つけず、上手に外に出すこと

・行動はコントロールすること



・何事にもとらわれない

気持をもつこと

（2）自分の身体とコミュニ

ケーションをとること。

・自分の身体の訴えに耳

を傾けること

・身体の一部になったつ

もりで考えること

・症状の原因を探ること

（3）対人とのコミュニケーションをとること。

・障害に応じた対策をとること

コミュニケーションがうまくとれないとストレス

がたまり心身症にかかり、心は健康でなくなる。

2．好ましい人間関係（パネルディスカッション）

社会参加についてリーダーの心得

（1）時間は必ず守る

（2）自信を持つこと

（3）他人の苦労を知ること

（4）どんな人でも好きになるよう努力すること

（5）機智に富んだ発言をすること

（6）清潔な服装でいること

（7）何事をするにも目的をもつこと

（8）ぐちを言わないこと

（9）より多くの人とコミュニケーションを深める

こと

（1q）何事にも真剣に真心をもって行動すること、

それによって信頼関係がうまれる

3．桶に水を一杯張り、自分の方に引こうとすれば

水はむこうに行ってしまう。むこうにやれば水は

全部自分に返ってしまうという二宮尊徳の言葉を

奉仕の気持ちに置換えた説明。

最初は余り乗り気でなかったのですが、この3日

間とても楽しく、鶴岡にはローターアクトが無いそ

うですが、院長先生の許可があれば是非入りたいと

思っています。

三井病院　佐　藤　千　年　さん

コミュニケーションと心

の健康という大きなテーマ

に関し、「好ましい人間関

係とは」ということでグル

ープ討議をしました。各々

職業、年齢等異なり、色々

な方々から話が聴け、これ

からの自分の参考になりま

した。自分は受付におり、患者さんと接することが

多いのですが、挨拶が一番大切だと思いました。人

と人が逢った時に最初に交す言葉だから、これがう

まくいけば、これからの付き合いも好ましくなるの

では。パネルディスカッションでの色々な先生方の

お話も大変参考になり、ウォークラリー等レクリェ

ーションも楽しく、友達との親睦も深まり、電話や

手紙を交換する仲の友達もできました。この3日間

本当に短かかったのですが、大変有意義に過させて

頂きありがとうございました。

（委員会報告＿＿＿＿）

（社会奉仕委員会）
迎田　　稔君

来週の第2回クラブフォーラムについて

－R．Cにおける社会奉仕活動はどうあるべきか一

①　社会奉仕委員会のあり方及び手続要覧の説明

④　今迄の当クラブ同委員会の業跡

④　地域への提言（石井敬三君）

④　社会奉仕活動の実際（阿蘇司朗君）

④　話し合い

（青少年奉仕委員会）

RYLA研修会に参加して

碓氷節雄署

第253地区の、第10回RYLA研修会（ロータリ

ー青少年指導者養成セミナー）が福島県いわき平で

63年7月29．30．31日（金．土．日）に、海添の

新舞子ハイツ（福島県直営、白亜殿堂）で行われ、

参加して参りました。

当クラブからは、ローターアクトクラブ候補で、



三井病院さんの従業員お二人から参加して頂きまし

た。

お名前は、斎藤教子さん、佐藤千年さんのお二人

です。それに私と、西クラブからの参加者の、田淵

公英君と4名で自動車で行くことにしました。29日

午後1時登録受付で、鶴岡からいわき平の新舞子ハ

イツまでは、約320丘甥、時速50尤甥で走っても6時間

半かかりますので、朝5時出発といたしました。途

中、朝食をとり、無理せず、違反せず、模範運転で

参りまして、ちょうど12時で現地に到着し、予定通

りの旅となりました。

ホストクラブがいわき平東ロータリークラブ、研

修生100余名、ロータリアン30余名の参加で、午後

1時20分よりオリエンテーション、開校式と型どお

りのセレモニーから、研修会へとはいり、本年度の

テーマ「コミュニケーションと心の健康」について

勉強致しました。二日目、三日目とスケジュールに

迫れる研修でしたが、レクリエーション、ウォーク

ラリー、キャンプファイヤーと楽しい企画もあり、

皆んな一生懸命研修し、特に、夜のノミニケーショ

ンでは、多くの友達が出来、悔いのない3日間を過

ごしてきました。

研修生、ロータリアン、それぞれ10班に別れての

グループ別研修もありましたので、これからお二人

に、お話をお願いしたいと思います。

三日間の研修が終わり、一人ひとりに修了証書が

ガバナーより手渡されて、帰途につく時には、一つ

ひとつの思いが胸にこみあげ、涙ぐむ研修生もあち

こちに見られました。

昼過ぎに帰途につき、行きと同じ様に、無理せず

違反せず、模範運転で帰って来、夜8時過ぎには、

3名の方をそれぞれ自宅に送り届けることが出来ま

した。

大任を果たし終えたことも、大きな喜びでしたが、

それにもまして、一緒に行って頂いた斎藤さん、佐

藤さんの人柄がよく、又、誠実かつ努力家であるこ

とがみうけられ、楽しく帰途につくことが出来まし

た。西クラブ推薦の田淵君も、お二人に負けないく

らい素晴らしい方でした。本当に大任を果たさせて

頂きまして有難うございました。

偶　　　　　感

歯科医師．医学博士

石黒慶之助君

クラブ入会26年になります。皆さんの暖かい

友情に支えられ、楽しい晩年をむかえておりま

す。いつまでも奉仕に献身したいのですが、6

年前のアクシデントで休が思うようになりませ

ん。勝手乍ら定款第7条第3節の規定により例

会をさぼっています。しかし生の続く限り、ロ

ータリーの発展に「生きる喜び」を玩味したい

と思います。

（ス　マ　イ　ル）

秋野昭三君　　今日、富田利信君を紹介させて頂

きました。

阿部与十郎君　　当阿部家で四代に亘って早稲田大

学に在籍し、総長からも記録をつ

くったとの言葉もあり、山形新聞

に掲載されました。

三井　徹君　　当医院の職員がライラ研修に参加

させて頂きました。

碓氷節雄君　　ライラ研修でお世話になりました。

石川寿男君　　前会長・幹事の慰労会に多数ご出

席ありがとうございました。

張　紹淵君　　財団委員会ですが、今日から小さ

なBOXが回っています。ポケッ

トの小銭を寄附頂き、これを善用

したい。

（ビ　ジ　タ　ー）

鶴岡西R．C　加藤有倫君．村山　　貢君

8月30日のプログラム予定

ゲストスピーチ

庄内経済連生産部長　斎藤信弥君

「庄内米について」
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ロータリアンと徽章（バッジ）

ロータリーのバッジはロータリアンの身分・資格

を保証するものであり、ロータリアンは、そのバッ

ジを使用する権利をもっています。

01905年シカゴ．クラブによって考案され、その後

何回か修正を加えられ、1929年の国際大会におい

て決議、公式徽章として確認されたものです。

01954年、ロータリーの徽章は米国特許局の登記原

簿に奉仕団体マークとして登録されております。

○ロータリー徽章を製造販売するときはR．Ⅰの許可

を受け、且つR．Ⅰに免許料及び年次使用料を支払

わなければならない。

ロータリークラブの会員身分

本クラブ定款第4条　会員身分（略）

○同時に他のクラブの会員となること即ち二重会員

となることを禁止しております。

一一一皿R等CORⅣER・

芸翌讐雫雲霊芝歪設計施工

東北量水器株式会社

若　生　恒　吉

鶴岡市文園町7番11号
ⅧLO235（2分2333㈹

安心と安全の総合コンサルタント

特別研修社員募集中
損保代理店で独立自営の経営者にトライ

鶴岡支社　鶴岡市馬場町8－25

m0235餌6314㈹

○会員身分はあくまで個人個人のものであって、会

員が代表する企業体や法人のものでないことを規

定しております。

○ロータリアンは会員としての責任を果たすために

も、他の奉仕クラブ又は同種の団体の会員となっ

てはならないことを規定しております。

（T・S）

情報委員会御

速さ摘こなした。矩→寸中チ汐ECVmレ汐ス。

エア＝コン＆AM／FM力1王ツトコH「レオ†寸

々だX’l≡⊂1ノTl生
＞j⊂kyⅡ

山形J【′r孔自動車株式会社

本　　社　鶴岡市西新斎町8－20　ⅧL（2分7911㈹

酒田支店酒田市両羽町7－3　m（2分7811㈹

全酒類．綜合食料品

早　坂　食　品
代表社員　早　坂　徳　治

本　店　鶴岡市昭和町10－7
阻0235㈲1128

銀座店　鶴岡市本町一丁目
阻0235㈱1811

一一一一一一一一●一一一一●－●一一一■ポリオプラスを成功させよう　世界社会奉仕委員会

ポリオプラス募金にご協力ありがとうございました。
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